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2022年（令和 4年）4月 2 0日 ●＜ろん・ぽわん＞乳 香 再

●大学教員ノート 第７回

●幼稚園教育の歴史を紹介する企画展示を見て

　池澤夏樹の新聞連載小説がきっかけで聖書に登

場する乳香や没
もつやく

薬が気になって、樹木や草木が生

成する樹脂などから抽出される香気成分（精油）

を深追いしてしまった。池澤の連載が終わって、

次の多和田葉子の「白
はっかくりょうし

鶴亮翅」も毎朝なんとなく

読んでしまう。タイトルからして太極拳の話題が

縦軸にあるようだが、今のところ大きな展開はな

い。ちまちまとした人物描写やたくみな比喩表現

に引き込まれる。中国の人が多く住む近所の団地

で太極拳らしき所作を見掛けたりすると、連載の

続きが気になる。

　その団地に隣接していた大きな製紙工場跡地が再

開発されて、数棟の集合住宅が建った。工場の時代

からすでに大きく育っていた桜並木が立派なマン

ション群を取り囲んでいる。この春も見事な桜トン

ネルが近隣の人を呼んで賑わっていた。その桜並木

の端っこには１本だけ楠
くすのき

の大木が陣取る。葉桜にな

るのを見計らったように、高所作業車が来てが拡が

りすぎた枝を剪定している。住棟のベランダに配慮

して管理しているらしい。

　年配の人なら虫除けの木として、また樟
しょうのう

脳が楠か

ら産出される防虫成分が原料だと知っている。もっ

とも今の時代は樟脳ではなく、次に登場した化学合

成のナフタリンも、無臭の防虫剤に取って代わられ

た。匂いが強く衣服にしみついて消えにくいからだ。

箪笥にはゴンの時代だが、しかし、天然樟脳は健在

である。今もわずかではあるけれど製造が続いてい

るのだ。

　無印良品は天然樟脳から抽出した精油を販売して

いる。和製のエッセンシャルオイルだ。防虫効果だ

けでなく、リフレッシュ効果が期待できるアロマオ

イルとして活用できるらしい。楠の有用性はかつて

はカンフル剤や強心剤の原料としても名をとどめて

いるし、血行促進や鎮痛・消炎・鎮痒作用などの効

能から外用医薬品の成分にも採用されてきた。また

意外なところでは、初の人工の樹脂であるセルロイ

ド製造の際の可塑剤として不可欠だったそうだ。セ

ルロイドは可燃性が高く危険物に指定されているの

で扱いづらいが、おしゃれなメガネのフレーム材と

して復活し、人気があるみたいだ。

　楠は材料としても多く用いられた。代表的なのは

飛鳥時代の仏像で、ほぼ楠が使われていたそうだ。

材としては硬いので、その後は柔らかい檜が主流と

なったと言われるが、今でも木彫の材料として売ら

れている。通直な材になりにくく木目が複雑なた

め、家具材としては加工が難しく一般的ではないも

のの、仏像からの連想なのか高級仏壇や木魚として

見掛けたりする。

　桜並木の端の楠、と思い込んでいたが、このたび

近くからしげしげ眺めたてみら、スダジイであった。

樹皮や樹形、遠目に見た葉叢など確かによく似てい

るとは言え、なんともきまりが悪い。（埜村 太郎）
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石川君、いいかい。自分の仕事だけを見るの

ではなく、全体の仕事の中で自分の仕事の位

置づけをみることだよ。図書館の中での今の

自分の仕事、大学の中での今の自分の仕事だ

よ。いいかい。

　忘れられないコトバである。新宿西口駅の前の理

工系大学に勤務する初日、図書館 3階の閲覧座席に

て角刈りの親分、いや、図書館のＡ部長と初めて対

面した。石川青年が大学院を修了し、若造で生意気

に見えたのか、就職したばかりの青年へのエールな

のか、今ではもう確認することはできない。

石川君、悪いな。

　強面のガッツリした体格からは全く似合わない、

高音を発するＡ部長の口癖であった。サシで良くお

誘いいただいたが、その手元には、季節に関係無く、

常に甘口の熱燗だった。ちょうどこの当時、Webペー

ジの再設計、外国雑誌の紙媒体から電子ジャーナル

への移行など、新たな電子資料の導入と既存の図書

館資料費との構造的な改革が迫られていた時代で

あった。電子資料導入の意義を大学や法人に対して

いかに説明するのかが問われていた。まさに図書館

のイニシアチブである。大学の教育研究という役割

全体の中で、石川青年は自分自身の仕事を見つめる

日々を過ごし、Ａ部長からは「社会人」としてのイ

ロハを多方面に導いていただいた。

石川さん、今日は体調が悪いので、午後帰る

ね。ごめん。

　1文のメールである。隣の席に座るＢ部長から。

そう、二日酔いである。Ｂ部長とは退勤と同時刻の

17時から長時間、立ち飲み屋にて長時間立ち続けた。

17時 5分に店の扉を開けると、「遅いぞ！」という

第一声は忘れられない。アナウンサーのような落ち

着いた美声を発するＢ部長であるが、いつもなんだ

か落着きが無い。数回だったであろうか、スナック

に行くと、Ｂ部長がステージに立ち続けていたこと

は今でも忘れならない。たいてい次の日には、この

ようなメールがしばしば届いた。

石川さん、判断できる資料をもってきて。も

し〇〇だとするとさ、〇〇になるんだよね。

でも〇〇だと、〇〇なんだよね。

　新宿西口駅の前の大学に勤務した当初、Ｂ部長は

就職課の部長として、近隣の大学でも知られた存在

であった。いつかはこのような部長と一緒に仕事を

したいと思っていた。図書館システムのリプレイス、

蔵書点検作業の外注、特別コレクションの美術館へ

の出展など、さまざまな提案を受け入れてくれた。

仮に大きな事業を提案しても、却下されたことは一

度も無く、建設的に複数の選択肢を探り、長所や短

所を共に検討した。1年や 2年といった時間軸で仕

事をすることがしだいに増え、出来事の背景や進む

道の景色を読み解くといった物事を洞察する重要性

をＢ部長から導いていただいた。

石川さん、ちょっといいかな。

　「ちょっと」というコトバ。Ｃ部長の口癖である。

想定する時間は、だいたい 5 分や 10 分であろう。

しかしＣ部長の「ちょっと」とは、たいていが 2

時間前後。甘いマスクから発せられる穏やかなコ

トバに吸い込まれてしまう。史上最大の戦慄する

「ちょっと」は、ある年の仕事初めの 1 月、事務局

長との打ち合わせである。その内容は、図書館の

夜間業務委託の導入（その裏には課長補佐への昇

格も含む）。今でも鮮明に記憶している。

石川さんさ、なんで遅れたと思う？　2 時間

以上も。どうしてかな？　なぜかな？　何で

事前に連絡しなかったのだろうか。

　私が遅刻したのではなく、業務委託会社の担当

営業が打ち合わせ時刻に大遅刻した。そのときの

石川 敬史

大学教員ノート 第７回　

－現場力－
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Ｃ部長のコトバである。「なぜ？」「どうして？」「な

んで？」という問いかけは、「ちょっと」に次ぐＣ

部長の口癖である。大手旅行代理店から大学職員

へ転職し、情報システムに明るいＣ部長は「ちょっ

と」とサシで問いかけられることが多い。現在で

言うところの「問い」をつくり、探究的な学び、

といったところであろうか。自らの意識を筋道立

ててしっかりとコトバで伝えること、同時に、長

時間にわたり傾聴する中で自己との対話を続ける

大切さをＣ部長に導いていただいた。

石川さん、被災地の方々を考えると、なんだ

か気持ちが落ち着かないね。

　2011 年 3 月 12 日、昼頃であったであろうか、

JR 埼京線で帰宅するＤ部長と混雑する車内での会

話である。これから日本はどうなっていくのだろ

うか、いつもよりゆっくり走る車内では不安が渦

巻いていた。前日、大学では帰宅困難者を受け入

れ、緊急地震速報や余震が続く中、一夜を過ごし

た。新宿駅周辺の大混乱、そしてテレビから伝わ

る映像には絶句した。Ｄ部長は「相棒」（テレビ朝

日）の杉下右京のように思慮深く、細かいことが

気になる性格で、「冷静沈着」の 4 文字が似合って

いた。細かく、厳しく、冷静さの裏側には、教養

や学問に対する敬意があった。

　　　えっ、石川さん、そうか。ん～、やっぱりね。

　新宿西口駅の前の大学を辞め、大学教員への道

へ進むことをＤ部長に伝えた。物理学を専攻する当

時の図書館長から押し寄せる大きな波から、静かに

守ってくれたことを思い出す。カメラ・撮影にも詳

しく、特別コレクションのデジタル化・資料整理に

対するよき理解者であった。大学近隣の〇〇バシカ

メラで購入したカメラの小さな説明書を昼休みに真

剣に楽しそうに読み込んでいた後ろ姿は忘れられな

い。他者の目線を忘れず、真面目に誠実に向き合う

姿勢をＤ部長に導いていただいた。

＊　＊　＊

　大学図書館に勤務した十数年の間であったが、4

名の個性的な部長のもとで汗を流すことに恵まれ

た。自分らしく社会人として生きる土台を導いてい

ただいたことには感謝に堪えない。もちろんスムー

ズに前へ進んだことばかりではない。時には意見の

相違から議論が白熱し、数日会話をしない時もあっ

た。時には拙速な仕事の方法を厳しく注意されたこ

ともあった。時にはスタッフ間のトラブルの仲裁に

同席することもあった。部長とはよく議論し、よく

喧嘩し、よく提案し、よく勉強し、よく飲んだ。

現場における実践は、個人の熱意や能力だけ

ではなし得ない場合が多い。現場とは、常に

正しい答えを持たず、複数の対人関係が存在

しつつも、資源や予算の乏しさと制度や政策

の壁を工夫して乗り越える創造性を発揮でき

る空間である。両者が活かされ、組織内で互

いを尊重し協働しながら育くむことが豊かな

実践につながるといえよう。

　いったい「現場力」とは何であろうか。そして

「現場」とは何か――うまく物事が進まず暗いトン

ネルの中で自分探しをしている時や、研修会で先

導的な実践を聞いた帰路など、しばしば考えてい

たことである。そんな時、次の 2 冊の本に出会い、

確か 2007 年頃だったであろうか、若造の石川さん

が図書館関係の雑誌に記した拙文である。人と向

き合う社会福祉の現場から、「現場」の意味と優位

性を言及し、「現場」で働く人々を勇気づけていた

論考（尾崎新編『「現場」のちから：社会福祉実践

における現場とは何か』誠信書房／ 2002）と、学

び成長することとは単なる知識の伝播と習得では

なく、「実践共同体」への参加を高めていく社会に

おける学習の捉え方（J. レイヴ、E. ウェンガー／

佐伯胖訳『状況に埋め込まれた学習：正統的周辺

参加』産業図書／ 1993）から大いに刺激を受けた。

部下を守り、組織を守り、同時に部下と組織を育

む――彼らはどのように判断するであろうかと、

大学教員になった現在でも、歩む道を迷っている

時に思うことがしばしばある。まだまだ部長の身

体性あふれる現場力から学ばなければならない。

（いしかわ たかし：十文字学園女子大学）
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　京都市学校歴史博物館で開催された企画展「京

都における幼稚園のあゆみ～みんなのたのしいこ

ころはいつまでも～」（令和 3 年 7 月 31 日～令和

4年 1月 31日）を見学しました。明治時代に始まっ

た幼稚園での保育の歩み、教員の活動、戦時中の

ことなどを文書、写真、書籍、遊具現物等 169 点（展

示替えあり）で語る展示でした。

１．幼稚園の誕生

　日本における幼稚園の始まりは、明治 9年の東京

女子高等師範学校附属幼稚園の開園とされています

が、京都では明治 8年に柳池小学校の校舎の一隅に

「幼稚遊嬉場」が開園しました。「幼稚遊嬉場概則」（明

治8年12月）が展示されていました。この概則には、

“課業を定めると子どもは倦怠感をもつので、出席・

勤惰を問わないこと”等の記述がありました。子ど

もに何かを教え込もうとするのではない子ども本位

の姿勢を垣間見るものでした。

２．京都の保姆たちの研究活動

　戦前、幼稚園の女性教員は「保姆」と呼ばれて

いました。京都市の保姆たちは、いまだ導入された

ばかりの幼児教育をよりよく知るため、明治 20年

代から「京都市保育会」を組織し、講演・講習会を

開催し、毎月 1回研究会を開催していました。明治

30年代からは「三市聯合保育会」（筆者注：三市は

京都・大阪・神戸）が結成されます。聯合保育会で

は創作遊戯の研究に積極的だったそうです。この頃

は幼児教育に適した遊戯が少なかったため、その拡

充が喫緊の課題になっていました。展示では、京都

市保育会の会則や幼稚園の日誌や写真から当時の保

姆たちの研究活動を読み取っていました。また、京

都市保育会は研究成果を保育細目（明治 38年 4月）

にまとめています。京都市内の数多くの幼稚園がこ

の細目を参考に保育を行ったそうです。

３．「談話」から「お話」へ

　子どもたちが幼稚園で先生からお話を聞かせて

もらうことは、ごく普通のことだと思っていまし

たが、明治時代の幼稚園では「談話」が重んじら

れたそうです。「談話」では修身（現在の道徳）の

ような題材を取り上げて、幼児に道徳を教えよう

としました。しかし、当時の保姆は児童心理学の

発達する中、道徳的な題材が幼児に適切か疑問に

思うようになりました。その結果、幼児を楽しま

せる「お話」が導入されました。幼児にとって良

いお話を選んだり作ったりしようとした保姆はよ

り詳しく幼児を知ろうとさらに研究を重ねていっ

たそうです。

４．いろいろな「はじまり」

　幼稚園で楽器を幼児が使って音楽を楽しむよう

になるのは昭和のはじめになってからだそうです。

その頃から海外の音楽に親しんだ先生が増えてき

たようです。明治のはじめから唱歌の研究が行わ

れましたが、当時は西洋音楽の知識を持つ人がほ

とんどいなくて楽譜は読めませんでした。雅楽に

のせたメロディーが作られましたが、雅楽の緩や

かなメロディーは子どもが生き生き伸び伸びと歌

い踊れるものではありませんでした。

　ブランコやシーソー、砂場といった幼稚園に設置

される固定遊具の導入は明治 30年代から注目され、

大正時代には整備されるようになったそうです。

　幼児が自由に絵を描くようになったのは、明治

の終わりころから大正にかけてだそうです。子ど

もたちが自由に絵を描くには紙の上を滑らかに動

かせるクレヨンが使われはじめたのです。欧米と

のつながりのある京都のキリスト教系の幼稚園に

は明治の末からクレヨンが使われ、サクラ商会が

クレヨンを製造したのは大正 10 年です。

５．戦争と幼稚園

　日中戦争が本格化する中、小学校などと比べる

と比較的自由だった幼稚園の保育も戦争という国

家レベルの動きに一元化されていきました。昭和

18 年 2 月、保姆と幼児が教室で防空訓練をする写

幼稚園教育の歴史を紹介する企画展示を見て

菅　修一
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真がありました。敵機襲来に備えて「伏せ」をで

きるようにすること、押し合わず片腕を取り合っ

て避難することなどの訓練だったとの説明があり

ました。

　昭和 16 年 11 月に中国南部の戦場にいる兵士が

京都市内の日彰幼稚園の 16 名の園児に宛てた手紙

が展示されていました。手紙は、慰問画や慰問文

を送ってくれた園児への礼状でした。「…リッパナ

ニッポンノコドモニナッテクダサイ…」と書かれ

ていましたが、宛名も本文も丁寧なカタカナ文字

で書かれていました。戦争の緊張を暫し忘れ、幼

子を愛おしむ思いから書かれたのでしょう。

謝辞

　以上、展示を担当された同館の林潤平学芸員の

お話とキャプション説明に拠りました。筆者も受

けた幼稚園教育が、明治以来の幼稚園教育の歩み
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た。感謝です。

（すが しゅういち：花園大学）
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